
第４８号の掲載内容

〇第４回定例会、

　第３回臨時会の概要……………………２Ｐ

〇委員会の活動……………………３Ｐ～４Ｐ

　１月１０日～１３日までの４日間、七飯ス

ノーパークにおいてチャレンジスキー・ス

ノーボード教室が行われ、園児及び小学生

３１名が参加し、滑り方等の技術指導を受け

ました。子供たちは、寒さを忘れ雪の感触

を楽しんでいました。
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平成２３年第４回定例会・第３回臨時会の概要

そ
れ
ぞ
れ
２
千
８
百
　
万
２
千

１０

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
２

億
９
千
５
百
　
万
５
千
円
と
し

４９

ま
し
た
。

　
内
容
は
、
介
護
保
険
シ
ス
テ

ム
改
修
委
託
料
３
百
　
万
１
千

６０

円
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
給
付
費

１
千
８
百
　
万
１
千
円
、
高
額

６６

介
護
等
サ
ー
ビ
ス
費
２
百
　
万
８２

２
千
円
、
特
定
入
所
者
介
護

サ
ー
ビ
ス
給
付
費
３
百
　
万
１

５５

千
円
の
追
加
が
主
な
も
の
で
す
。

△
工
事
請
負
契
約
の
締
結

【
工
事
名
】

　
漁
業
系
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル

施
設
改
修
工
事
（
建
築
主
体

工
事
）

【
契
約
金
額
】

　
４
千
７
百
　
万
７
千
５
百
円

１９

【
契
約
の
相
手
方
】

　
森
川
・
徳
・
佐
藤
工
務
店
特

定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

　
次
の
意
見
書
を
可
決
し
、
関

係
省
庁
等
へ
提
出
し
ま
し
た
。

◇
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定

（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
に
反
対
す
る
意

見
書

【
提
出
先
】

　
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長

　
内
閣
総
理
大
臣
、
外
務
大
臣

　
経
済
産
業
大
臣
、
農
林
水
産

　
大
臣

【
以
上
５
件
、原
案
ど
お
り
可
決
】

　
第
３
回
臨
時
会
は
、　

月
　

１１

２８

日
に
開
催
さ
れ
、
次
の
案
件
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

△
鹿
部
町
特
別
職
の
職
員
で
非

常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　
改
正
内
容
は
、
介
護
保
険
事

業
の
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の

適
正
な
運
営
の
た
め
設
置
さ
れ

る
鹿
部
町
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
運
営
委
員
会
の
委
員
報
酬
を

本
条
例
に
追
加
し
た
も
の
で
す
。

△
平
成
　
年
度
鹿
部
町
一
般
会

２３

計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
千
９

百
　
万
４
千
円
を
追
加
し
、
予

１８
算
総
額
を
　
億
３
千
百
　
万
円

２８

６３

と
し
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
民
有
地
購
入
費
４

百
　
万
２
千
円
、
戸
籍
シ
ス
テ

４９
ム
改
修
費
３
百
　
万
８
千
円
、

１３

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
シ
ス
テ
ム
導

入
費
５
百
　
万
３
千
円
、
介
護

３０

保
険
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
７

百
　

万
６
千
円
、
給
食
セ
ン

１３
タ
ー
備
品
購
入
費
３
百
　
万
５

６７

千
円
の
追
加
が
主
な
も
の
で
す
。

△
平
成
　
年
度
鹿
部
町
介
護
保

２３

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て

　
保
険
事
業
勘
定
に
歳
入
歳
出

◎
条
　
例

◎
契
　
約

◎
補
正
予
算

　平成２３年第４回定例会は、１２月８日に招集され会期を２日間と決め町長の行政報告のあと、
議案４件、意見書案１件の審議を行い、全て原案のとおり可決し会期を１日残して閉会しま
した。なお、審議された議案の主な内容は、次のとおりです。

○平成２３年度一般会計補正予算２，９１８万４千円を議決

　民有地購入費４４９万２千円、戸籍システム改修費３１３万８千円、地図情報と連携したネット

ワーク型システム導入費５３０万３千円、介護保険事業特別会計繰出金７１３万６千円等

○平成２３年度介護保険事業特別会計補正予算２，８１０万２千円を議決

　介護サービス等給付費１，８６６万１千円、高額介護等サービス費２０８万２千円等

△
鹿
部
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
人
事
院
勧
告
に
基

づ
き
給
料
月
額
を
平
均
０
．　２３

％
引
き
下
げ
る
も
の
で
、
中
高

齢
層
は
最
大
０
．
５
％
の
引
下

げ
と
な
り
ま
す
が
、
若
年
・
中

堅
層
に
つ
い
て
は
、
給
与
の
引

下
げ
を
行
わ
な
い
も
の
で
す
。

△
平
成
　
年
度
鹿
部
町
一
般
会

２３

計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
　
万
９

７２

千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を

　
億
２
百
　
万
６
千
円
と
し
ま

２８

４４

し
た
。

　
主
な
内
容
は
、
人
事
院
勧
告

に
伴
い
減
額
と
な
っ
た
職
員
の

給
与
改
定
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

△
平
成
　
年
度
鹿
部
町
水
道
事

２３

業
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
収
益
的
支
出
に
　
万
１
千
円

５１

を
追
加
し
た
も
の
で
す
。

　
内
容
は
、
人
事
院
勧
告
に
よ

る
職
員
の
給
与
改
定
と
昇
格
に

伴
う
人
件
費
を
追
加
し
た
も
の

で
、
こ
れ
に
よ
り
、
収
益
的
支

出
の
総
額
は
８
千
９
百
９
万
２

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

【
以
上
３
件
、原
案
ど
お
り
可
決
】

◎
意
見
書
の
提
出

第第
３３
回回
臨臨
時時
会会

◎
条
　
例

◎
補
正
予
算

漁業系廃棄物リサイクル施漁業系廃棄物リサイクル施設設
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委

員

会

の

活

動

◇
調
査
事
項

　
鹿
部
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

の
補
助
及
び
委
託
事
業
等
の
内

容
と
現
状
に
つ
い
て

◇
調
査
実
施
日

　
平
成
　
年
　
月
　
日

２３

１０

１７

◇
調
査
方
法

　
担
当
課
よ
り
、
提
出
さ
れ
た

関
係
資
料
に
基
づ
き
調
査
を
実

施
し
た
。

◇
調
査
結
果

　
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
全
国

の
都
道
府
県
団
体
で
誕
生
し
た

の
が
始
ま
り
と
な
っ
て
お
り
当

町
で
は
、
平
成
３
年
４
月
５
日

に
設
立
さ
れ
現
在
、
事
務
局
長

１
名
、
事
務
職
員
２
名
、
専
従

ヘ
ル
パ
ー
２
名
、
非
常
勤
ヘ
ル

パ
ー
５
名
の
　
名
体
制
で
、
地

１０

域
福
祉
活
動
の
中
核
的
な
役
割

を
果
た
す
町
民
に
最
も
身
近
な

支
援
活
動
を
行
う
団
体
と
し
て

様
々
な
福
祉
活
動
を
実
施
し
て

い
る
。
町
で
は
、
社
会
福
祉
協

議
会
へ
の
補
助
と
し
て
人
件
費

を
助
成
し
て
い
る
。

　
平
成
　
年
度
は
事
務
局
長
１

２１

名
、
事
務
職
員
２
名
分
で
６
，

１
９
０
，
７
２
５
円
、
平
成
　２２

年
度
か
ら
は
、
事
務
局
長
１
名
、

事
務
職
員
２
名
分
で
９
，
７
２

３
，
８
８
６
円
を
補
助
し
て
い

る
。
ま
た
、
今
年
度
は
、
１
０
，

９
２
４
，
０
０
０
円
の
予
算
が

認
等
を
行
っ
て
お
り
、
現
在
　２９

名
の
方
々
が
利
用
し
て
い
る
。

　
高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康

づ
く
り
推
進
事
業
（
高
齢
者
運

動
会
）
は
、
今
年
度
か
ら
名
称

を
改
め
元
気
も
り
も
り
運
動
会

と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
事
業
は
、
高
齢
者
の
孤

立
化
を
解
消
し
、
社
会
活
動
に

参
加
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施

さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は

　
名
の
方
々
が
参
加
し
て
い
る
。

１３０　
こ
れ
ら
事
業
の
委
託
料
と
し

て
平
成
　
年
度
は
２
，
６
４
５
，

２３

０
０
０
円
の
予
算
が
計
上
さ
れ

て
い
る
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
地

域
住
民
を
は
じ
め
町
、
福
祉
施

設
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
事
業
者
な
ど
地
域
の
あ
ら
ゆ

る
団
体
と
協
働
を
図
り
な
が
ら

様
々
な
福
祉
活
動
を
実
施
し
、

住
民
福
祉
の
増
進
に
努
め
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ

れ
ら
事
業
の
内
容
や
利
用
の
仕

方
等
を
理
解
し
て
い
な
い
住
民

も
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

町
広
報
等
を
活
用
し
Ｐ
Ｒ
活
動

を
積
極
的
に
進
め
ら
れ
た
い
。

ま
た
、
町
民
の
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
が
更
に
推
進
さ

れ
る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

◇構成委員

　委員長　浦　　梅吉、副委員長　船橋　敦子

　委　員　盛田　鐵次、委　員　朝井　翔二、委　員　野田　重毅

民生文教常任委員会所管事務調査民生文教常任委員会所管事務調民生文教常任委員会所管事務調査査

計
上
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
人
件
費
に

つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

で
賄
っ
て
い
る
。

　
委
託
し
て
い
る
事
業
は
、
地

域
自
立
支
援
事
業
及
び
高
齢
者

の
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
推

進
事
業
（
高
齢
者
運
動
会
）
で
、

地
域
自
立
支
援
事
業
は
、
介
護

保
険
の
対
象
と
な
ら
な
い
　
歳
６５

上
の
独
居
高
齢
者
世
帯
及
び
夫

婦
世
帯
の
方
を
対
象
と
し
て

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
に
よ
る
に
日

常
生
活
の
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
行

う
事
業
で
、
主
な
内
容
は
町
内

医
療
機
関
及
び
公
共
施
設
へ
の

移
送
サ
ー
ビ
ス
の
他
に
独
居
高

齢
世
帯
を
対
象
と
し
た
安
否
確

１０月に開催された元気もりもり運動１０月に開催された元気もりもり運動会会
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委

員

会

の

活

動

議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会をををををををををををををををををををを傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴ししししししししししししししししししししててててててててててててててててててててみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみまままままままままままままままままままませせせせせせせせせせせせせせせせせせせせんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん議会を傍聴してみませんかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか

次の定例会は、３月上旬に開催される予定です。
～傍聴手続きは簡単です。～

傍聴席の入り口にある傍聴人名簿に住所と氏名を記入するだけです。　

◇
調
査
事
項

　
函
館
市
縄
文
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー
及
び
縄
文
ロ
マ
ン
「
道
の

駅
」
南
か
や
べ
の
視
察
に
つ
い

て◇
調
査
実
施
日

　
平
成
　
年
　
月
　
日

２３

１０

１８

◇
調
査
方
法

　
現
地
視
察
を
実
施
し
た
。

総務経済常任委員会所管事務調査総務経済常任委員会所管事務調総務経済常任委員会所管事務調査査

◇構成委員

　委員長　中川　　一、副委員長　川村　裕司

　委　員　伊藤　辰男、委　員　佐藤　頼幸、委　員　竹ヶ原公勝

施設の外観と館内施設の外観と館内図図

◇
調
査
結
果

　
施
設
の
総
事
業
費
は
、
６
億

７
，
６
０
０
万
円
で
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
２
階
建
と

な
っ
て
お
り
延
べ
床
面
積
は
、

１
，
７
３
３
愛
（
約
５
２
５
坪
）

で
あ
る
。

　
館
内
に
は
４
箇
所
の
展
示
ス

ペ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、

南
茅
部
地
区
の
遺
跡
か
ら
出
土

さ
れ
た
土
器
や
石
器
等
の
他
に

国
宝
に
指
定
さ
れ
た
中
空
土
偶

が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　
入
館
料
は
、
一
般
（
大
人
）

３
０
０
円
・
団
体
（
　
名
以
上
）

２０

２
４
０
円
、
学
生
・
生
徒
・
児

童
は
個
人
１
５
０
円
・
団
体（
　２０

名
以
上
）
１
２
０
円
と
な
っ
て

お
り
、
小
学
就
学
前
の
子
ど
も

は
無
料
で
あ
る
。

　
縄
文
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
に

は
、
縄
文
ロ
マ
ン
道
の
駅
南
か

や
べ
が
併
設
さ
れ
て
お
り
、
特

産
品
の
販
売
ス
ペ
ー
ス
や
地
域

の
観
光
及
び
道
路
状
況
の
情
報

を
発
信
す
る
エ
リ
ア
が
備
え
ら

れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
縄
文
時
代
の
博
物
館

と
道
の
駅
機
能
を
併
せ
も
っ
た

国
内
唯
一
の
国
宝
の
あ
る
道
の

駅
と
な
っ
て
い
る
。

　
現
在
、
国
道
２
７
８
号
鹿
部

バ
イ
パ
ス
道
路
の
整
備
が
実
施

さ
れ
て
い
る
が
、
数
年
で
完
成

す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ら
の
施
設
と
と
も

に
道
南
圏
に
お
け
る
国
道
２
７

８
号
線
沿
い
の
観
光
ル
ー
ト
が

確
立
さ
れ
、
当
町
の
観
光
客
増

加
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
す

る
も
の
で
あ
る
。

Ａ～Ｄ展示室、Ｅ体験室、Ｆ道のＡ～Ｄ展示室、Ｅ体験室、Ｆ道の駅駅


